
1日目：9月29日(月)

13:00 - 13:30 受付

13:30 - 13:40 開会挨拶	
岡田則夫（国立天文台　技術系職員会議代表）

13:40 - 13:50 木曽観測副所長挨拶 小林尚人 准教授

講演
番号

発表者 講演

13:50 - 14:40 特別
講演

前原裕之
（東京大学大学
院 理 学 系 研究
科木曽観測所）

木曽観測所105cmシュミット望遠鏡の自動観測システムとリモート観
測への対応
東京大学木曽観測所の105cmシュミット望遠鏡は、2013年度に制御
系の更新を行い、ポインティング精度や駆動スピードなどが向上し
たほか、観測支援のための気象センサーのデータのみから観測の
開始・中断・終了の条件を判定できるようになったこと、外部への接
続回線が高速化されたことで、KWFCのデータを現実的な時間内で
ネットワーク経由で転送できるようになったことから、自動観測・リ
モート観測を行なうための仕組を構築し、10月からの共同利用観測
において公開予定である。講演では自動観測・リモート観測システ
ムの概要と観測運用の状況を紹介する。

14:40 - 15:30 特別
講演

川口則幸
（ 中 国 科 学 院
上海天文台）

中国における大口径電波望遠鏡の開発と東アジアVLBI観測
中国科学院では北京国家天文台が５００ｍ電波望遠鏡（FAST）を建
設中で、上海天文台では６５ｍ電波望遠鏡の建設を終了し一部観
測装置を使用して観測を開始するとともに近い将来の運用を目指し
た装置開発を進めています。本発表では、この現状の概要を報告
するとともに、現在最も大きな技術課題になっている上海６５ｍ鏡の
鏡面制御について詳しく報告したいと思います。また、報告者が現
在研究活動を進めている上海天文台の余山新キャンパスについて
の紹介も時間があれば述べさせていただきます。

15:30 - 15:40 休憩 集合写真撮影

セッション1

15:40 - 16:00 1 酒向重行
（木曽観測所）

木曽広視野高速カメラTomoeの開発
現在、東京大学木曽観測所では105cmシュミット望遠鏡の視野であ
るΦ9度角のすべてをCMOSイメージセンサで覆う広視野高速カメラ
（the Tomoe Gozen camera）の開発を進めている。Tomoeは最大
2Hzで全センサ領域をデッドタイム無しで連続的に読み出すことがで
きる。読み出しを特定の領域に限ることで20Hz以上の高速観測も可
能である。CMOSセンサを常温、常圧環境下で用いることで、カメラ
筐体の軽量化、コンパクト化を実現する。講演ではTomoeの開発の
現状を紹介する。

16:00 - 16:20 2 樽沢賢一
（木曽観測所）

KWFC用フィルター交換ロボット
KWFC（Kiso Wide Field Camera)にはフィルター交換機構として、産
業用6軸ロボットアームが用いられている。シュミット望遠鏡内にある
フィルター12枚をストックしたマガジンからロボットアームを用いて１
枚のフィルターを受けとり、主焦点のKWFCカメラに受け渡しセットす
るという初のシステムを構築した。また、ロボットアームの設置方法
は、床あるいは天井のような重力方向が常に一定した場所に設置
されるのが通常である。しかし、シュミット望遠鏡内へのロボットアー
ムの設置という重力方向が刻々と変化するという極めて特殊な設置
形態も初の試みである。

主催：国立天文台 技術系職員会議、後援：東京大学 理学系研究科 木曽観測所
2014年9月29日(月)〜10月1日(水)

会場：上松町公民館（長野県上松町）

第34回 天文学に関する技術シンポジウム



16:20 - 16:40 3 小西真広
（東京大天文学
教 育 研 究 セ ン
ター）

TAO 6.5m望遠鏡搭載近赤外線多天体分光カメラSWIMSの開発
東京大学アタカマ天文台 (TAO) 6.5m望遠鏡が設置されるチャナン
トール山頂 (5640m) では、近赤外線において高い大気透過率が得
られる。その特性を最大限活用すべく、 我々は近赤外線多天体分
光 カ メ ラ SWIMS の 開 発 を 進 め て い る 。 こ の 装 置 は 2 波 長域
(blue:0.9--1.4, red:1.4--2.5 $\mu$m) の同時撮像・同時多天体分光
により効率的な広波長域観測を目指している。本発表では、SWIMS
の駆動系や真空冷却系の開発進捗について報告する。

16:40 - 17:00 4 宮田隆志
（東京大天文学
教 育 研 究 セ ン
ター）

TAO望遠鏡計画：技術と運用
東京大学では天文学教育研究センターを中心に、南米アタカマに口
径6.5mの光赤外線望遠鏡を建設する東京大学アタカマ天文台
（TAO）計画を進めている。TAO望遠鏡は日本運営の光赤外線望遠
鏡としてはすばる望遠鏡に次ぐ口径を持つが、用いられている技術
や運用方針は大きく異なる。本講演ではTAO望遠鏡の技術や運用
に関して現在までの検討結果を述べ、どうすればより性能が高く運
用しやすい望遠鏡になるか議論する。

17:00 - 18:00 会場準備

18:00 - 20:00 懇親会

2日目：9月30日(火)
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9:30 - 09:50 5 藤堂颯哉
（東京大天文学
教 育 研 究 セ ン
ター）

TAO/SWIMS: 検出器システムの技術開発
我々は、TAO6.5m望遠鏡の第1期近赤外観測装置としてSWIMSを
開発中である。SWIMSでは、近年多くの装置で使用されている
HgCdTeハイブリッドアレイ型検出器HAWAII-2RGを4台(最終的には
8台)使用する。このように複数のHAWAII-2RGを大型装置に組み込
むには、多くの要素技術が必要となる。本講演では、検出器システ
ムを中心に、我々の技術開発を紹介する予定である。

09:50 - 10:10 6 高橋英則
（東京大天文学
教 育 研 究 セ ン
ター）

東京大学アタカマ天文台(TAO)6.5m望遠鏡蒸着設備
TAOはチリ・アタカマ高地にあるチャナントール山山頂（5640m）に建
設される口径6.5mの光赤外線望遠鏡である。現在、主鏡をメインと
するボロシリケイトハニカム鏡、望遠鏡本体、エンクロージャー、観
測運用棟、蒸着設備の設計・製作が進められている。本講演では
特に蒸着装置の特徴や現状について報告する。具体的には、主鏡
セルが蒸着チャンバーを兼ねた構造、蒸着チャンバー下部が大型
昇降移動台車との一体化、蒸着時の液滴落下を防ぐための特殊な
形状の蒸発源（フィラメント）、鏡面の旧コーティングを効率的且つ安
全に剥離するための洗浄液・薬剤の検討・実験などである。

10:10 - 10:30 7 佐藤立博
（ハワイ観測所）

すばる望遠鏡の保守とテレメトリのチェック手法
ハワイ観測所のすばる望遠鏡では、望遠鏡エンジニアリング部門と
DayCrewそれぞれのメンバーで、日々の保守を行っている。望遠鏡
エンジニアリング部門では、望遠鏡トラブルの対応や品質維持を
行っている。DayCrewは、ドームの修復や副鏡交換、観測装置交
換、観測前のチェックなどを行ってる。本発表では、これらの保守業
務と、保守容易性や性能維持のためのステータスのチェック手法に
ついて紹介する。



10:30 - 10:50 8 高見英樹
（先端技術セン
ター）

TMT計画について
TMT計画は日本、米国、カナダ、中国、インドの国際協力によってハ
ワイ・マウナケア山頂に口径30mの光学赤外線望遠鏡を建設するプ
ロジェクトである。今年（2014年）から現地での建設が始まり、2020
年代初めには観測を開始する予定である。日本は国立天文台がホ
スト機関となり、望遠鏡の本体構造、主鏡の材料、主鏡の研磨の一
部、観測装置の共同開発、などを担う予定で、建設予算の約1/4の
貢献となる。現在は、すでに主鏡材料の製造、主鏡の研磨を開始し
ており、望遠鏡本体構造についても詳細設計を進め、装置について
は、可視装置（MOBIE）、赤外装置（IRIS）の検討、技術開発を国立
天文台先端技術センターが中心となって行っている。

10:50 - 11:00 休憩
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11:00 - 11:20 9 黒田大介
（岡山天体物理
観測所）

改修後の岡山188cm望遠鏡の性能評価とリモート観測への対応
岡山天体物理観測所188cm望遠鏡は、近年のサイエンスから要求
される観測時の安定性の向上と高精度制御を実現するために、駆
動モーターを含む駆動系の更新と高分解能エンコーダによるフィー
ドバック制御の導入を行ったことは昨年報告した。今回は、新システ
ムにおける追尾、指向、微小移動性などの性能評価の詳細と既知
の課題について報告する。また、その後の機能追加分として、リ
モート観測への対応についても紹介する。

11:20 - 11:40 10 奥村真一郎
（美星スペース
ガードセンター）

TDIモードを応用した短周期変光観測 II
TDI(Time Delay Integration)によるCCDの読み出し方式を応用した
短周期光度変化の観測について第32回技術シンポで紹介した。こ
の方式を用いて多くの人工天体を観測した結果について、統計的な
議論を中心にして紹介する。

11:40 - 12:00 11 布施 哲治
（情報通信研究
機 構 鹿 島 宇宙
技術センター）

鹿島宇宙技術センターの口径35cmおよび1m光学望遠鏡の研究開
発について
鹿島宇宙技術センターの口径35cm光学望遠鏡による高速移動天
体の観測について、また同センター内に昨年度整備された口径1m
光学望遠鏡の今後の研究開発について報告する。

12:00 - 13:20 食事

13:20 - 13:40 12 大嶋晃敏
（ 中 部 大 工 学
部）

大規模データ解析に向けた高速トレージの性能評価
近年、シミュレーション分野や観測分野では、データの大規模化に
伴って、データ処理に多大な負荷がかかるようになっている。特に
スーパーコンピューターの共同利用では、百数十名の利用者によ
り、生成されるデータ量は年間1PB程度に達する。本発表では、理
論通信帯域 56Gbps のインフィニバンドFDRを用いた大規模データ
処理システムの試作機の構築と、実用に向けた性能評価試験の結
果を報告する。

13:40 - 14:00 13 長山省吾
（天文情報セン
ター）

国立天文台ウェブサイトのアクセス解析結果とサイトリニューアル
天 文 情 報 セ ン タ ー 広 報 室 は 国 立 天 文 台 ウ ェ ブ サ イ ト
(http://www.nao.ac.jp)を運用し、研究成果を始めとした重要な情報
発信を担っている。今回、アクセス解析から明らかになった国立天
文台ウェブサイトの特徴と課題を紹介する。さらに、2014年8月1日
に実施したサイトリニューアルの内容を紹介する。

14:00 - 14:20 14 野口本和
（先端技術セン
ター）

先端技術実験棟Ｉ
TMT_IRIS観測装置、Solar-C衛星プロジェクトなど大型装置開発を
担うため2015年度竣工の建物について報告するＩ。



14:20 - 14:40 15 伊藤哲也
（先端技術セン
ター）

2年目の技術系職員英語研修
昨年三鷹で試行された技術職員の英語研修は今年も7月に三鷹で
スタートした。方法は台内でのTOEIC試験とネイティブスピーカーに
よる英語講座に分かれている。英語講座は週1回2時間、16回で2ク
ラス計12名が参加している。プレゼン演習を主とした昨年に対し、
もっと職務で使う一般的な英会話に取り組むべきというアンケート結
果から、今年は会話を重視している。発表では昨年の結果と今年の
取り組みを紹介する。また、今年はブランチでの実施に向け検討を
進めており、これにもご意見をいただきたい。

14:40 - 15:20 ポスター 1,2,4,5,6,7,9,12,14.15.p1,p2

15:20 - 15:30 休憩

セッション4

15:30 - 15:50 16 岩国幹夫
（先端技術セン
ター）

ALMA Band-8 SIS Mixer量産における問題と対策
ALMA Band-8受信機用SIS Mixerの量産において発生した問題とそ
の対策に関して述べる。 また測定設備改善、量産におけるDSB
Mixer Dataの総合的分析結果についても説明する。

15:50 - 16:10 17 中里剛
（チリ観測所）

高速データ解析ライブラリSakuraの開発
我々が開発を進めているデータ解析ライブラリSakuraは、スレッド
セーフな実装とベクトル演算の徹底活用でこれまでに無い高速な処
理の実現を目指している。本講演では、ALMA単一望遠鏡データの
解析処理を例にとり、Sakuraを基盤として開発した機能と既存の機
能との性能比較から、マルチスレッド処理とベクトル演算を組み合
わせることで従来のシリアル処理に比べて処理速度が最大で20倍
程度向上することを示す。

16:10 - 16:30 18 安井　孝
チ リ観測所 (三
鷹)

天使からの手紙(Report mail from Tenshi) ～ログ監視ツール
「Tenshi」を使う～
チリ観測所（三鷹）にあるWebサーバーや解析環境を支援する複数
のサーバーのログはrsyslogを利用して日々リモートホストに蓄積さ
れている。これらのログの中から人手で問題点をもれなく発見する
ことは決して容易な事ではない。
ログデータを効率的に分類・フィルタリングし、レポートメールを配信
することができるログ監視ツール「Tenshi」を設定し、現在安定に稼
働している。管理の考え方やツール設定のコツについて纏める。

16:30 - 16:50 19 竹腰達哉
（野辺山宇宙電
波観測所）

ASTE搭載用ミリ波サブミリ波帯多色連続波カメラの開発
ミリ波サブミリ波帯の超広帯域観測を進めるべくサブミリ波望遠鏡
ASTE に搭載する連続波カメラの開発を進めている。本カメラは2 色
同時観測が可能な光学系を持ち、250mKに冷却されたボロメータを
用いて効率の良い観測を実現する。現在、波長1.1mmと850μm帯
での科学運用を目指しており、2014年4月には星形成領域に付随す
るダスト構造の画像の取得に成功した。多色化や読み出し系の改
良による素子数増加に向けた開発についても紹介する。

16:50 - 17:10 20 半田一幸
（野辺山宇宙電
波観測所）

電波ホログラフィによる45m電波望遠鏡の鏡面測定
45m電波望遠鏡の最近の開口能率測定から鏡面精度の劣化が懸
念されている。鏡面を測定する方法として電波ホログラフィー法があ
り試験的に測定を実施した。今回は電波ホログラフィー法の概要と
測定結果について報告する。

17:10 - 撤収



3日目：10月1日(水)
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9:30 - 09:50 21 北川祐太朗
（東京大天文学
教 育 研 究 セ ン
ター）

イメージスライサー型面分光ユニット開発に向けた要素技術開発
近 年 、 可 視 赤 外 天 文 学 に お い て 面 分 光 (Integral Field
Spectroscopy) と呼ばれる観測手法が急速に発展している。面分光
とは一言で表すなら、「視野内の空間情報を保持したまま、その波
長情報も同時に取得できる」観測手法と呼ぶことができ、3 次元(X,
Y, λ) のデータキューブから銀河内部の力学状態や物理量を空間
分解して調べることが可能になる。本講演では面分光ユニット開発
に必要な要素技術開発について紹介する。

09:50 - 10:10 22 小林行泰
（JASMINE 検討
室）

CCDの応答関数の測定
Nano-JASMINE衛星などアレイ検出器を用いた位置天文観測で
は、ピクセルサイズの1/1000を超える精度で星像の位置を決定す
る必要がある。この時解析や評価で重要となるＣＣＤのピクセル応
答関数の測定に関する話題について発表する。

10:10 - 10:30 23 鶴田誠逸
（RISE月惑星探
査検討室）

ILOM計画における地上試験観測用望遠鏡の水銀皿を用いた撮像
実験
月面天測望遠鏡（ILOM：In-site Lunar Orientation Measurement）計
画では反射鏡として水銀皿の水銀面を利用することを検討してい
る。

第32回技術シンポでは開発した数種類の水銀皿の水銀面の面精
度や振動の影響などの測定結果について報告した。

その後、ILOM地上試験観測用望遠鏡を利用して、開発した中で
最適な水銀皿を用いて、疑似星像を用いて振動の影響や星像中心
位置決定精度について実験を行った。今回はその測定結果と問題
点について報告する。

10:30 - 10:50 24 中桐正夫
（天文情報セン
ター）

太陽塔望遠鏡の修復
太陽塔望遠鏡は、東京天文台が1924年に麻布から三鷹に移転し

た際、整備された基幹望遠鏡の一つであり1928年に購入された。太
陽塔望遠鏡は塔上のドーム内のシーロスタットと塔を鏡筒とする望
遠鏡、地下室の高分散分光器で構成されていた。1960年代半ばま
で太陽スペクトル観測に使われたが、その役目を終え永い眠りにつ
いていた。2008年に発足したアーカイブ室の手によってドームの改
修、望遠鏡の改修が行われ、スペクトルを見るまでに復活した。

10:50 - 11:10 25 篠田一也
（太陽観測所）

乗鞍コロナ観測所のコロナグラフ引越
乗鞍コロナ観測所は1949年観測開始以来、2009年まで太陽コロ

ナを観測続けて来たが、役目を観測衛星に引き継ぎ、満60歳で区
切りをつけた。2010年10月からは共同利用施設として第二の人生を
始めている。観測所には、太陽研究観測において貴重な観測装置
類が数多くあったが、最終観測からリニューアルオープンまでに、三
鷹に移動させた。本発表では、主力観測装置コロナグラフ３台のそ
の後について、報告する。

11:10 - 11:50 ポスター 16,17,18,19,22,23,24,25,p3,p4,p5

11:50 - 13:00 食事

13:00 - 16:30 エクスカーション

16:30 解散



ポスター発表

p1 筒井寛典
（岡山天体物理
観測所）

岡山30cm望遠鏡制御について
岡山天体物理観測所構内に4ｍドーム設備があり、中には小型赤
道儀が設置されている。この架台に小口径の可視・近赤外線撮像
装置を搭載し、近傍の明るい（K<5）星を対象としたモニタ観測を実
施する研究計画が東北大学と岡山観測所で進めている。今回、こ
の架台を制御するH8マイコンを用いた汎用機器制御ボードとその
制御システムについて発表する。

p2 小矢野久
（岡山天体物理
観測所）

岡山観測所反射鏡のお化粧直し
岡山天体物理観測所の望遠鏡は鏡を使って光を集めている。鏡と
する為、純度99.999%のアルミをガラスの表面に真空蒸着している。
直後の反射率は約92％もあるが、１年間も使用すると70％前後に
落ちてしまう。 そこで毎年古いアルミをお化粧を落とすように剥が
し、再蒸着を繰り返す作業を50年以上も続けている。又最近は月一
回の鏡面洗浄等を行い、反射率の回復に努めている。これらの作
業を反射鏡のお化粧直しとして報告する。

ｐ3 和田拓也
（野辺山宇宙電
波観測所）

FOREST受信機のdewarの最適化
現在、野辺山宇宙電波観測所では、45m電波望遠鏡に搭載される
次期主力観測装置であるFOREST受信機のCommissioningが進め
られている。これまでのCommissioningを踏まえ、"観測効率"、"安
定性"、"保守性"の改善を目指す。
現在これらを改善する為の再設計が行なっており、今回はそれらを
報告する。

ｐ4 佐藤直久
（先端技術セン
ター）

ALMA BAND8受信機　量産終了後の活動
ALMA BAND8 グループでは、2013年11月に最後の受信機を出荷し
て量産を完了した。その後は、予備受信機（三鷹在庫分）の製作を
行いつつ、初期不良で返却された受信機の修理・再出荷を行ってき
た。シンポジウムではこれらの活動に加えて、出荷済み受信機の現
状や初期不良等について報告したい。

ｐ5 永渕 雄希
（茨城大理工学
研究科）

茨城大学の太陽観測について
当研究室の太陽観測の小型分光器製作、自動撮像システム構築、
コロナグラフの応用の取組を紹介する。小型分光器は自作の為低
価格だが、比較的高分散の波長分解能を有する為、スリットスキャ
ンによる各波長での全面像はフィルター撮像と比べ遜色がない。こ
の経験を踏まえ、新たな分光器の設計計画も予定している。他にも
太陽の導入から撮像、解析までを自動で行うシステムの構築やコロ
ナグラフによる空の暗さ測定などの紹介を行う。


